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GEANT4によるCoulomb Scatteringの効果の見積り
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研究概要
• GEANT4を用いて物質中における粒
子の飛跡をシミュレーション・解析 

• クーロンスキャッタリング効果を付
与すると、Residual分布がどう変化
するか
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TODO
1. クーロンスキャッタリング効果を付与していない場合のシミュレーション 

2. Residual分布の作成　←今行っていること 

3. クーロンスキャッタリング効果を付与した場合のシミュレーション・
Residual分布の作成 

4. それぞれの場合での分布の比較
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Coulomb Scattering
• 2つの荷電粒子がその間の静電気力に
よって弾性散乱される過程のこと 

• 現在は陽電子陽電子間のクーロンスキ
ャッタリング効果を付与したシミュレ
ーション
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セッティング
• ELPHビームテスト用GEANT4シミ
ュレーションコードを使用 

• 最上段以外の3段のラダーを使用 

• 934MeVのe+を100000回入射
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シミュレーション結果1　（横軸：channel縦軸：module）
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シミュレーション結果2　（横軸：chip縦軸：channel）

7

• ラダーと同様に
chip1~13,14~26の
2段にして表示 

• module3つ分表示



Residual分布の作成

1. module1,6のヒット位置を直線で結ぶ 

2. module5のヒット位置の期待値
（module5と2.の直線との交点）を求
める 

3. 期待値とヒット位置の差を計算・ヒス
トグラムに描画
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複数ヒットの考慮1　クラスタリング
• 隣り同士のchannelにまたがったヒッ
トを1つのヒットとする 

　→損失エネルギーに対応するDAC値
でchannnelの加重平均をとる 

average_channel =
∑ (DACi × chan_idi)

∑ DACi
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イベント選定する前のResidual分布
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離れたchip,chanでの複数ヒット
隣同士のchannelにまたがったヒット：クラスタリン
グ可能（前ページ） 

離れたchip,channelでのヒットが見られる：クラスタ
リングしてはいけない 

→ノイズは入れていないのにこれが見られるのはなぜ
か 

・ヒットした荷電粒子の運動量などの情報を取得し
て、どのような現象によるものか調査する必要があ
る 

11



複数ヒットの考慮2　イベント選定
【別のchipにある場合】 

• イベント内で一番ヒットのあるchipの
みを採用 

【別のchannelにある場合】 

• イベント内で一番ヒットのある
channel 5を採用±
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現時点でのResidual分布
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今後の課題
• Residual分布の作成 
• クラスタリングするヒットの選定 
• 離れたヒットの原因究明 
• 荷電粒子の運動量、track_IDの調査 
• クーロンスキャッタリング効果の見積もり
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離れたchip,chanでの複数ヒット
• 黄色：e- 
• 青：e+ 
• 緑：ガンマ線 
• 赤：μ
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run.mac

17



18



DAC値分布
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